
神戸大学形成外科学教室における創傷治癒研究�

神戸大学大学院医学系研究科形成外科学�

寺師 浩人�

　神戸大学形成外科学教室における創傷治癒研究は、以下に大別される。�

１． マイクロサージェリーによる遊離組織移植の血流動態解明と母床管理�

２． 各種培養細胞研究と正常の上皮化機構の解明�

３． 瘢痕・ケロイドの臨床的および基礎的研究�

４． 培養複合上皮の作製と再生医療としての臨床応用�

５． 毛髪付き皮膚の開発（毛髪再生）�

６． 慢性創傷の臨床的および基礎的研究�

�

１．マイクロサージェリーによる遊離組織移植の血流動態解明�

　当科では、教室開設（平成９年、田原真也教授）以前からの、マイクロサー

ジェリーによる遊離組織移植術症例は１０００例を超える。その臨床統計やドッ

プラー血流計などを用いた血行動態の解明が試みられてきた１）－９）。最近では、

これらをさらに発展させ、よりよい二次移植術の向上を目指して母床管理に視

点を置いたマイクロサージェリー手術へと進化しつつある１０）１１）。�

�

２．各種培養細胞研究と正常の上皮化機構の解明�

　形成外科学研究室（平成１４年完成）では、二人同時使用可能のクリーン

ベンチと二つのCO２インキュベータ、冷凍庫を完備しているため、常時、細胞

培養が行うことのできる環境にある１２）－１７）。皮膚のあらゆる細胞培養と、最近

では歯科口腔外科及びオリンパス（株）との共同研究で脂肪由来間葉系幹

細胞の培養実験がスタートした１８）。また、島津社のガスクロマトグラフィー（GC

－１４B）を備え、組織や培養細胞の細胞膜脂肪酸解析を行ってきた。その結果、

正常上皮化にパルミチン酸（１６：０）、分化誘導に必須脂肪酸が必要であるこ

とを解明した。また、正常上皮化過程のin vitroモデルである毛包（外毛根

鞘）細胞の培養実験も行っている１９）－２２）。�

�

３．瘢痕・ケロイドの臨床的および基礎的研究�

　正常真皮と瘢痕組織の組織内および細胞膜脂肪酸解析を行い、瘢痕組

織では豊富に存在するアラキドン酸（２０：４）が、正常真皮ではほとんど検出

されないことを見いだした。これは、現在、慶応義塾大学形成外科学教室と

の共同研究で、胎仔マウス皮膚の脂肪酸解析によりさらに発展させる意向で

ある。また、当科発足以来の肥厚性瘢痕とケロイド患者の臨床的統計学的分

析を始めた。�
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４．培養複合上皮の作製と再生医療としての臨床応用�

　われわれの作製した培養複合上皮は、動物性蛋白

質未使用の条件下で無細胞真皮（AlloDerm ）上

に培養角化細胞を播種後重層化させた移植片で、

摂子で把持し縫合かつタイオーバー固定が可能な組

織である２３）－２７）。このうち培養複合口腔粘膜は、文部

科学省高度先進医療開発経費Bの助成（平成１４年

度～１６年度の３年間）のもと、当院、新潟大学、富山

大学の歯科口腔外科医の協力を得て、すでにその

臨床応用が１００症例を超えた安全性と倫理性の高い

再生医療としての移植材料である２８）。移植後の基底

膜などの組織のremodelingや防御機能獲得の検討

を加えている。�

�

５．毛髪付き皮膚の開発（毛髪再生）�

　われわれの開発した外毛根鞘細胞と毛乳頭細胞

の培養技術を駆使して、４．における培養複合皮膚の

作製技術と毛包移植研究を合体させたかたちで、毛

髪再生研究をスタートした２９）－３２）。共同研究者として、

国立循環器病センター研究所先進医工学センター再

生医療部と大阪大学皮膚毛髪再生医学講座に御協

力いただいている。また、毛髪そのものの脂肪酸解析で、

毛髪組織がパルミチン酸豊富な組織であることを見い

だした２２）。さらに、先天性母斑に剛毛を伴うことが多

いことから、新生因子探索のため母斑細胞などの色

素細胞培養１２）１４）に加えて、母斑そのものの組織内

および細胞膜脂肪酸解析の検討を始めた。�

�

６．慢性創傷の臨床的および基礎的研究�

　慢性創傷の研究は多岐にわたる。�

①新須磨病院創傷治療センターとの糖尿病性足病

変の臨床的研究および神戸Podiatry Meeting（年

二回開催）�

　平成１５年より新須磨病院との慢性創傷の臨床研

究が始まり、総患者数はすでに４００症例を超えている３

３）－３７）。神戸における他の取り組みとして、Foot salvageを

キャッチフレーズにした神戸Podiatry Meetingとい

う多科にまたがった研究会を発足させた。これらの活

動は本邦におけるフットケアの先駆けであるため、全

国の下肢創傷治癒のための研究会のモデルにもな

っている。さらに、日本フットケア学会第２回神戸セミナ

ーを開催を補佐した（平成１７年９月３日）。�

②神戸大学２１世紀COEプログラム（テーマ：糖尿病

をモデルとしたシグナル伝達病拠点）�

　神戸大学医学部の唯一のCOEプログラムの一員

として、合併症ワーキンググループの糖尿病性足病変

の研究に携わっている３８）。当科では、当病変におけ

る皮膚潅流圧（Skin Perfusion Pressure）の重要

性を報告してきた３９）４０）。�

③褥瘡治療におけるFSA�

　褥瘡治療における圧分散システム（FSA）を駆使

して褥瘡患者のベッドや車いすのマットレスを各患者に

適した条件設定をしている。患者への直接指導や教

育に有用であり、褥瘡治療や治癒後のfollow-upにも

使用している４１）４２）。これらの研究のほか、日本褥瘡

学会総会には毎年多くの学術報告をさせていただい

ている。また、第３回日本褥瘡学会近畿地方会（会長：

寺師浩人）を主催した（平成１８年３月４日）。�

④褥瘡とアポトーシス�

　褥瘡潰瘍辺縁部では、アポトーシスに陥ることにより

創縁が下掘れ状態となり、かつ厚く角化傾向を示して

いると仮定し、２００４年度の褥瘡学会からの研究助

成のもとセラミドとの関連を模索している。�

⑤神戸大学病院「褥瘡・難治性潰瘍外来」開設�

　神戸大学病院では、上記外来を２００２年度に開設し、

様々な難治性潰瘍の臨床的検討を行っている。大学

特有の慢性創傷外来として週一回の外来および回診

を行っている。褥瘡のほか、糖尿病性潰瘍、PAD、膠

原病性潰瘍、静脈うっ滞性潰瘍、放射線潰瘍などの

多彩な慢性創傷患者を診察している４３）-５０）。�

⑦兵庫褥瘡・皮膚潰瘍研究会（年一回開催）�

　本研究会では当教室内寺師が代表世話人を担

R

JSWH NEWS LETTER



当し、兵庫県下における褥瘡と皮膚潰瘍の臨床研

究やこれらの創傷ケアの底上げに寄与している。毎

回の出席者は７００人を超えている。�

⑧二分脊椎症患者支援�

　神戸市にある日本二分脊椎・水頭症研究振興財団

や日本二分脊椎症協会の協力を得て、患者さんおよび

その御家族へ褥瘡理解を深めるための講演活動を

行っている５１）－５３）。�

⑨慢性創傷と超音波療法�

　慢性創傷治療の理学療法としての将来の超音波

療法の可能性を模索研究している５０）５４）。神戸大学

医学部保健学科理学療法専攻との共同研究である
４８）５０）。�

�

　以上の研究は、これまでに日本創傷治癒学会にお

いても長年報告してきた内容であるが、そのほとんどが研

究途上にある。今後も、基礎的かつ臨床的に広範囲

にわたる創傷治癒研究を既成の概念にとらわれずに

積極的に取り組んでいきたいと考えている。�

１）  Tahara S, et al: Role of the perforating vein in 
vascular pedicle of free forearm flap. 
Microsurgery. １６：７４３ － ５,   １９９５.�

２） 横尾聡ほか：遊離橈側前腕皮弁におけるPerforating 
Veinの役割. 日形会誌, １９：２７２-６, １９９９.�

３） 横尾聡ほか：遊離橈側前腕皮弁の静脈還流に関する臨
床的研究　皮静脈系と深部静脈系の還流優位性につ
いて. 日形会誌, ２０：５９７ － ６０２, ２０００.�

４）  Ichinose A, et al: Short-term postoperative flow 
changes after free radial forearm flap transfer: 
possible cause of vascular occlusion. Ann Plast 
Surg, ５０： １６０ － ４, ２００３.�

５）  Ichinose A, et al: Importance of the deep vein in 
the drainage of a radial forearm flap: a 
haemodynamic study. Scand J Plast Reconstr 
Surg Hand Surg,    ３７： １４５ － ９, ２００３.�

６）  Ichinose A, et al: Fail- safe drainage procedure in 
free radial forearm flap transfer. J Reconstr 

Microsurg,    １９： ３７１ － ６, ２００３.�
７） Ichinose A, et al: Reestablished circulation after 

free radial forearm flap transfer. J Reconstr 
Microsurg.   ２０： ２０７ － １３, ２００４.�

８） Ichinose A, et al: Do multiple venous 
anastomoses reduce risk of thrombosis in free 
flap transfer? Efficacy of dual anastomoses of 
separate venous systems. Ann Plast Surg, ５２： ６１ － 
３, ２００４.�

９） 橋川和信ほか：神戸大学における遊離前腕皮弁移植の
基本戦略．頭頸部癌. ３２： ２４７ － ５２, ２００６．�

１０） Hashikawa K, et al: Therapeutic strategy for 
triad of acquired anophthalmic orbit. Plast 
Reconstr Surg. in press.�

１１） 橋川和信ほか：顔面の全層欠損に対する再建戦略－
Step -Surgery Concept－．日本マイクロサージャリー会誌、
印刷中、２００７．�

１２） 寺師浩人ほか：母斑細胞の培養方法．日形会誌，１３：２
５８ － ６３, １９９３．�

１３） 寺師浩人ほか：Gastrin releasing peptideのヒト皮膚
における局在と培養下の表皮角化細胞，外毛根鞘細胞，
線維芽細胞における増殖促進作用とmRNAの発現．日
形会誌，１６：３７３ － ３８０，１９９６．�

１４） Tadokoro T, et al:Human genital melanocytes as 
androgen target cells.J. Invest. Dermatol, １０９：５１３ － 
５１７，１９９７．�

１５） Terashi H, et al:Growth stimulation of normal 
melanocytes and nevocellular nevus cells by 
gastrin releasing peptide （GRP）.J. Dermatol. Sci, １
７：９３ － １００，１９９８．�

１６） Chung SH, et al:The effect of three Korean 
traditional medicines on growth rate of cultured 
human keratinocytes．J Ethnopharmacol, ７４：５３ － ６１, 
２００１．�

１７） Deveci M, et al:Melanocyte-conditioned medium 
stimulates while melanocyte / keratinocyte 
contact inhibits keratinocyte proliferation．J Burn 
Care Rehabil, ２２：９ － １４, ２００１．�

１８） 時岡早苗ほか：PRPは凍結保存された脂肪由来未分
化間葉系細胞の増殖・分化を促進する．日形会誌、in 
press, ２００７．�

１９） Terashi H, et al:Human stratified squamous 
epithelia differ in cellular fatty acid composition.J 
Dermatol Sci, ２４：１４ － ２４, ２０００．�

２０） 寺師浩人ほか：毛包細胞と表皮角化細胞の細胞膜リン
脂質脂肪酸組成の相違点―脂肪酸によるよりよい上皮
化への環境作り（１）．Prog. Med., ２０：２３２８ － ９，２０００．�

２１） 寺師浩人ほか：パルミチン酸（１６：０）による培養表皮角化
細胞の増殖効果―脂肪酸によるよりよい上皮化への環境
作り（２）．Prog. Med., ２０：２３２９ － ３１，２０００．�

２２） 寺師浩人：【特集】毛髪再生メカニズム 毛包と毛髪の脂
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肪酸解析．形成外科、in press、２００７.�
２３） Izumi K, et al:Ex vivo development of a 

composite human oral mucosal equivalent．J Oral 
Maxillofac Surg, ５７：５７１ － ７, １９９９．�

２４） Izumi K, et al:Development and characterization 
of a tissue-engineered human oral mucosa 
equivalent produced in a serum-free culture 
system．J Dent Res, ７９：７９８ － ８０５, ２０００．�

２５） 泉健次ほか：ヒト培養複合口腔粘膜および皮膚の上皮
層におけるGlucose transporter １ （GLUT １）発現に
関する免疫組織化学的研究．日口外誌，４７：２８９ － ９２, ２００１．�

２６） 寺師浩ほか：ウシ胎仔血清を使用しない皮膚表皮及び
口腔粘膜（歯肉）角化細胞の培養方法と培養上皮シート
作成方法．日形会誌，２２：１ － ５, ２００２．�

２７） Izumi K, et al：Evaluation of Transplanted 
Tissue -engineered Oral Mucosa Equivalents to 
SCID Mice. Tissue Eng, ９： １６３ － ７４, ２００３．�

２８） 寺師浩人ほか：培養複合口腔粘膜の臨床応用、頭頸部
癌、３２： ２８１ － ５, ２００６.�

２９） 倉田荘太郎ほか：無血清培地によるヒト外毛根鞘細胞
の培養―熱傷創面被覆への基礎実験―．日形会誌，  
１１：１ － １０, １９９１．�

３０） 倉田荘太郎ほか：培養ヒト外毛根鞘細胞による創面被覆
の検討．Progr. Med., １２：２８８１ － ３，１９９２．�

３１） Kurata S, et al:Successful transplantation of 
cultured human outer root sheath cells as 
epithelium., Ann Plast Surg, ３３：２９０ － ４, １９９４．�

３２） 寺師浩人ほか：創傷の治療：最近の進歩　形成外科
ADVANCEシリーズⅠ-３　Ⅱ創傷の治療１５.毛包と毛
髪の創傷治癒（森口隆彦編）, pp１７５ － ８９，克誠堂出版,
東京,２００５．�

３３） 北野育郎ほか：創傷ケアーセンターにおける褥瘡の治
療について．日本褥瘡学会誌，６： ５５９ － ６６, ２００４.�

３４） 寺師浩人ほか：形成外科における画像診断：下肢血行
障害の画像診断．形成外科、４９： １７ － ２３, ２００６.�

３５） 寺師浩人ほか：病態よりみた難治性下腿潰瘍の診断と
治療：感染性下腿潰瘍とは．形成外科、４９： １８１ － ９２, ２００６.�

３６） 辻依子ほか：順行性Distally based perforator 
medial plantar flapによる前足部荷重部の再建．日形
会誌、２６：７４２ － ５, ２００６．�

３７） 寺師浩人：Ⅶ．デブリードマンまたは形成外科的アプローチ、
重症虚血肢の診断と治療（横井良明、河原田終身編）、
pp１３７ － １４６、メディアルファ社、東京、２００７．�

３８） Terashi H, et al: High Glucose Inhibits Human 
Epidermal Keratinocytes Proliferation for 
Cellular Studies on Diabetes Mellitus. Int Wound J, 
２： ２９８ － ３０４, ２００５.�

３９） 寺師浩人ほか：重症虚血肢の診断・治療におけるレー
ザードップPV２０００の有用性－Skin Perfusion Pressure 

（SPP、皮膚潅流圧）測定の意義について．形成外科，    
４８： ９０１ － ９, ２００５．�

４０） 寺師浩人：Ⅴ．維持透析患者の合併症　H.皮膚症状２.
糖尿病患者の足をどう管理すべきか？、EBM透析療法２０
０７ － ２００８（深川雅史、秋澤忠男編）、中外医学社、東京、２
００７、印刷中．�

４１） 藤井美樹ほか：仙骨部褥瘡に対するRhomboid 
Perforator Flapの経験． 日本褥瘡学会誌、８： ２０８ － １１, 
２００６．�

４２） 寺師浩人ほか：仙骨部褥瘡に対する手術的療法の適応
基準化と周術期管理方法に関する一考察－神戸大学形
成外科専門医アンケート調査－．日本褥瘡学会誌、８：５６０ － 
５, ２００６.�

４３） 寺師浩人ほか：精神科疾患と褥瘡の発生－一人の精神
科疾患患者を通してー．日本褥瘡会誌、５：３３ － ６, ２００３．�

４４） 辻依子ほか：精神科疾患と褥瘡の発生（その２）．日本褥
瘡学会誌，６： ６４３ － ６, ２００４.�

４５） 宮村卓ほか：代替VACシステム作製方法．形成外科，４８： 
６８ － ７１, ２００５．�

４６） 小熊孝ほか：メシル酸ガベキサート（FOY  ）による医原
性潰瘍の４症例．形成外科、４８：１３３７ － ４２, ２００５．�

４７） 辻依子ほか：褥瘡管理における他院との連携．日本褥瘡
学会誌、８： ２１２ － ５, ２００６．�

４８） 佐浦隆一ほか：８．褥瘡リハビリテーション、第１部外科領
域のリハビリテーション．外科領域のリハビリテーション最
新マニュアル（宇佐美眞編集），pp８９ － ９８，共同医書出版
社，東京，２００６．�

４９） 寺師浩人：３．創傷治癒（創傷治癒過程、褥瘡、ドレナー
ジ）、第２部外科領域リハビリテーションのための基礎知
識．外科領域のリハビリテーション最新マニュアル（宇佐
美眞編集），pp１３３-４５，共同医書出版社，東京，２００６．�

５０） 杉元雅晴ほか：特集／リハビリテーション関係者のための
実践褥瘡予防・治療ガイド〈褥瘡の治療〉褥瘡の物理療
法．MB Med Reha、７５：５７ － ６７, ２００７.�

５１） 寺師浩人：褥瘡の治療について．Brain and Spinal 
Cord、１０： ６ － ７, ２００３．�

５２） 寺師浩人ほか：二分脊椎患者の足部褥瘡．日本褥瘡学会
誌，７： １９５ － ８, ２００５．�

５３） 寺師浩人：褥瘡治療．二分脊椎のてびき（阿部俊昭編），
日本二分脊椎・水頭症研究振興財団発行，東京，２００７，
印刷中．�

５４） Saura et al: Low intensity pulsed ultrasound 
exposure increases prostaglandin E２ release in 
human dermal fibroblasts. Bull Health Science 
Kobe. １９： １２１-８, ２００３.�
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Ⅰ 総則�

１） 日本創傷治癒学会に学会賞および研究奨励賞をもうける。�

２） 優れた創傷治癒に関する臨床的基礎的研究成果を発表した本学会会員および準会員に対して、�

　  選考の上、本学会学術集会において授与する。�

３） 本賞は賞状ならび賞金をもってこれにあて、各賞一度限りの受賞とする。�

�

Ⅱ選考�

１） 学会賞は特に優れた発表に対し授与され、年齢制限を設けない。�

　  研究奨励賞候補者は、将来の発展が期待される若手研究者（正会員、準会員を問わず年齢は４月１日現在４０歳

　  以下）とする。�

２） 受賞者は、事前に提出された抄録と申請書をもとに、本学会学術集会開催前に理事会において選考され、�

　  決定される。�

３） 受賞者は学術集会にて受賞講演を行う。�

４） 受賞者は学会賞毎年１名、研究奨励賞毎年１～２名とする。�

５） 学会賞の賞金は１件２０万円、研究奨励賞の賞金は１件１０万円とする。�

�

Ⅴ　附則�

１） 日本創傷治癒学会学会賞・研究奨励賞規約は第３７回日本創傷治癒学会（２００７年）より実施する。�

�

日本創傷治癒学会学会賞新設・研究奨励賞規約改定のお知らせ�

第３６回日本創傷治癒学会から新たに学会賞が設けられ、研究奨励賞規約が改定されました。（２００７.１.１５）�

正会員、準会員の皆様からのご応募をお待ちしております。�

応募期間 ：第３７回日本創傷治癒学会演題登録期間　�
応募方法 ：当学会ホームページhttp://www.jswh.com/ をご参照下さい。�

日本創傷治癒学会事務局�
〒１６０-８５８２  東京都新宿区信濃町３５番地�
慶應義塾大学医学部外科学教室内�
幹事：吉田 昌　�
担当：都筑 亜彌�
TEL：０３-３３５３-１２１１（Ex.６２２６９）FAX：０３-３３５３-２６８１�
E-mail：info@jswh.com

日本創傷治癒学会学会賞・研究奨励賞規約（改定２００７.１.１５）�

＊ご質問などがございましたら、下記までお問合せ下さい。�
�

◆応募概要�

日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニ ュ ー ス �


